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村議会議員40年　河上　　満さん

勲　6　号瑞宝章

消防一筋51年　浜野　春一さん
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針」
盲
ま

監
や
か
転
・
↓
動
授
賞

平
成
1
4
年
秋
の
叙
勲
授
賞
者
が
1
1
月
3
日
、
文
化
の
日
に
発
表
さ
れ
、
本
村
か
ら
河
上
　
満
さ
ん
と
浜
野
春
一

さ
ん
が
授
賞
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
功
績
を
称
え
る
と
と
も
に
、
こ
れ
か
ら
益
々
の
ご
活
躍
を
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

永
年
に
わ
た
り
、
村
政
の
発
展
と
地
方
自
治
の
振
興

に
務
め
た
業
績
が
顕
著
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
、
河
上

満
さ
ん
に
　
「
勲
5
等
双
光
旭
日
章
」
　
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

河
上
さ
ん
は
、
昭
和
3
6
年
9
月
に
島
牧
村
議
会
議
員

に
当
選
以
来
、
平
成
1
3
年
9
月
ま
で
の
間
、
1
0
期
4
0
年

間
そ
の
職
に
あ
り
、
そ
の
間
　
議
長
、
産
業
建
設
常
任

委
員
長
な
ど
を
歴
任
し
地
方
自
治
の
振
興
に
多
大
な
貢

献
を
さ
れ
ま
し
た
。

町　）

ノ
露
営

永
年
に
わ
た
り
消
防
業
務
に
精
励
し
、
火
災
予
防
思

想
の
普
及
高
揚
に
努
め
た
業
績
が
顕
著
で
あ
る
と
認
め

ら
れ
、
歌
島
の
浜
野
春
一
さ
ん
に
　
「
勲
6
等
瑞
宝
章
」

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

浜
野
さ
ん
は
、
昭
和
2
2
年
7
月
東
島
牧
村
消
防
団
へ

入
団
し
、
昭
和
6
0
年
分
団
長
と
し
て
、
平
成
1
0
年
の
退

団
に
至
る
ま
で
の
5
1
年
有
余
に
わ
た
り
日
夜
消
防
業
務

に
従
事
し
て
き
ま
し
た
。

火
災
や
災
害
の
発
生
時
に
は
率
先
し
て
出
動
し
、
被

害
を
最
小
限
に
と
ど
め
る
な
ど
地
域
の
安
全
に
貢
献
さ

れ
ま
し
た
。
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納考究功労

堀知事から表彰される高島さん
去る11月1日、元町の高島　薫さんが納税功労者

として北海道知事より表彰状が贈られました。

高島さんは、昭和37年に元町第一納税貯蓄組合の

設立に奔走し、設立と同時に組合長に就任。以来40

年の永きにわたり、その重責を務め、その間、白か

ら引率して納期内完納を奨励するなどして、組合の

健全な育成と発展に努めてきました。

この度、「地域の納税意識の向上にも積極的に取

り組むなど納税思想の普及高揚と自主納税体制の確

立に顕著な功績があり、他の模範である」として表

彰されたものです。

⊂＝＝フ⊂二二フ
表彰の後、倶知安税務署職員2人による教室が

開催され、6年生が参加しました。「税金の種類や

なぜ税金が必要なのか、どのように使われている

か」など。

説明の後は税金に関するアニメを見て、最後は

パソコンを使っての税金クイズを楽しみながら

学び、税金の大切さを認識していました。

く：ここ＝＝：＝⊃くここ＝∋

一
北
海
道
…
社
会
盲
献
呈

）

「
租
税
教
室
を
連
年
開
催
し
、
児
童
に
対
す
る
税
教
育
の
基
盤
づ
く
り

に
責
献
さ
れ
ま
し
た
」
　
と
、
去
る
日
月
1
3
日
島
牧
小
学
校
が
倶
知
安
税
務

署
長
か
ら
感
謝
状
　
（
盾
）
　
を
授
与
さ
れ
ま
し
た
。租
税
教
育
推
進
校
表
彰
制
度

は
平
成
3
年
度
か
ら
始
ま
り
、

島
牧
小
学
校
は
平
成
1
0
年
か
ら

毎
年
租
税
教
室
を
開
催
し
て
今

年
で
5
回
目
。
今
年
道
内
で
表

彰
を
受
け
た
の
は
6
5
校
で
す

が
、
後
志
管
内
か
ら
は
島
牧
小

学
校
一
校
が
表
彰
さ
れ
て
い
ま

す。倶
知
安
税
務
署
長
か
ら
代
表
し

て
盾
を
受
け
る
川
岸
由
姫
さ
ん

轡
租
税
警
推
進
校
と
し
て
表
彰

裔
志
支
庁
長
表
彰
一

豊
平
納
税
貯
蓄
組
合

豊
平
納
税
貯
蓄
組
合
が
納
税
功
労
団
体
と
し
て
、
後
志

支
庁
長
か
ら
表
彰
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

豊
平
納
税
貯
蓄
組
合
は
、
会
社
員
・
会
社
役
員
が
中
心

と
な
り
昭
和
3
6
年
に
設
立
。
以
来
、
全
組
合
員
が
税
の
重

要
性
を
深
く
認
識
し
納
期
内
納
税
に
務
め
て
い
ま
す
。
ま

た
、
組
合
長
を
中
心
に
地
域
住
民
の
納
税
思
想
の
高
揚
に

貢
献
し
、
他
の
納
税
組
合
の
模
範
と
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ

です。

組
合
長
の
河
上
　
満
さ
ん



▲前列右から　堂坂良夫さん、臼杵洋子さん、水守村長、石川議長、大高　勲さん、
後列右から　臼杵俊則さん、市波一雄さん、葛西義二さん、浜野春－さん、

天間　巌さん、三味　博さん

酢←∵十十

社
会
功
労
賞

天
間
　
巌
　
（
歌
島
）
　
7
4
歳

昭
和
5
7
年
1
月
か
ら
歌
島
第
1
0
納
税
貯

蓄
組
合
役
員
と
し
て
、
現
在
ま
で
2
0
年
有

余
に
わ
た
り
納
税
思
想
の
普
及
高
揚
に
貢

献
さ
れ
ま
し
た
。

市
渡
一
雄
　
（
大
平
）
　
6
4
歳

昭
和
5
7
年
2
月
か
ら
永
豊
第
1
納
税
貯

蓄
組
合
役
員
と
し
て
、
現
在
ま
で
2
0
年
有

余
に
わ
た
り
納
税
思
想
の
普
及
高
揚
に
貢

献
さ
れ
ま
し
た
。

葛
西
義
二
　
（
永
豊
町
）
　
6
1
歳

昭
和
5
7
年
1
月
か
ら
永
豊
第
4
納
税
貯

蓄
組
合
役
員
と
し
て
、
現
在
ま
で
2
0
年
有

余
に
わ
た
り
納
税
思
想
の
普
及
高
揚
に
貢

献
さ
れ
ま
し
た
。



産
業
功
労
賞

大
高
　
勲
　
（
元
町
）
　
8
0
歳

昭
和
5
4
年
か
ら
平
成
1
3
年
ま
で
、
島
牧

岬
ま
つ
り
実
行
委
員
会
会
長
、
島
牧
三
大

自
然
ま
つ
り
実
行
委
員
会
会
長
と
し
て
、

ま
つ
り
の
組
織
強
化
並
び
に
観
光
の
振
興

に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

社
会
功
労
賞

臼
杵
洋
子
　
（
永
豊
町
）

昭
和
5
6
年
2
月
か
ら
永
豊
第
4
納
税
貯

蓄
組
合
役
員
と
し
て
、
現
在
ま
で
2
1
年
有

余
に
わ
た
り
納
税
思
想
の
普
及
高
揚
に
貢

献
さ
れ
ま
し
た
。

浜
野
春
一
（
歌
島
）
　
7
4
歳

昭
和
5
7
年
1
月
か
ら
地
区
連
絡
員
と
し

て
、
現
在
ま
で
2
0
年
有
余
に
わ
た
り
地
域

活
動
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

公
益
功
労
賞

三
味
　
博
　
（
泊
）
　
5
9
歳

昭
和
4
6
年
1
月
消
防
団
入
団
以
来
、
現

在
ま
で
3
1
年
有
余
に
わ
た
り
防
災
業
務
に

精
励
し
民
生
の
安
定
に
貢
献
さ
れ
ま
し

た。

堂
坂
良
夫
　
（
栄
浜
）
　
8
2
歳

昭
和
5
5
年
5
月
か
ら
平
成
1
2
年
5
月
ま

で
、
商
工
会
役
員
と
し
て
2
0
年
有
余
に
わ

た
り
商
工
会
の
育
成
改
善
と
商
工
業
の
振

興
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

は
ま
な
す
風
力
発
電
株
式
会
社

（
札
幌
市
）

平
成
1
4
年
8
月
島
牧
村
地
域
振
興
の
た

め
、
金
1
0
0
万
円
を
寄
附
さ
れ
ま
し

た。

臼
杵
俊
則
　
（
豊
浜
）
　
5
5
歳

昭
和
4
0
年
8
月
消
防
団
入
団
以
来
、
現

確
ほ
で
3
7
年
有
余
に
わ
た
り
防
災
業
務
に

精
励
し
民
生
の
安
定
に
貢
献
さ
れ
ま
し

た。



島牧村の

主な公的機関などの場所

寿都町
警察・福祉事務所・道立病院・高等学校・裁判所
法務局・測候所・検察庁・開発事務所・ごみ処理場

黒松内町
開発事務所・土木現業所事務所・森林管理署
農業改良普及所・介護保険認定事務所・し尿処理場

島牧村
水産庁さけます資源管理センター
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．

と

よ

亡

寿
都
、
島
牧
、
黒
松
内
の
合
併
区
域
の
作
成
は
、

道
が
、
次
の
事
に
着
目
し
て
決
め
て
い
ま
す
。

南
後
志
町
村
ま
ち
づ
く
り
フ
ォ
⊥
フ
ム

合

併

美

例

介

ス
テ
ッ
プ
1

国
道
や
道
道
な
ど
の
主
要
な
道

路
で
、
年
間
を
通
じ
て
通
勤
可
能

な
路
線
を
用
い
て
1
時
間
程
度
で

到
達
可
能
と
考
え
ら
れ
る
、
お
お

む
ね
4
0
k
m
　
（
役
場
間
の
距
離
）
　
の

範
囲
内
に
あ
る
町
村
の
組
み
合
わ

せ
を
抽
出
し
て
い
ま
す
。

ス
テ
ッ
プ
2

ス
テ
ッ
プ
1
の
組
合
わ
せ
か

ら
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
質
や
量
に

深
い
か
か
わ
り
を
持
つ
人
口
規
模

に
着
目
し
ま
し
た
。

ス
テ
ッ
プ
3

ス
テ
ッ
プ
2
の
組
合
わ
せ
か

ら
、
次
の
事
を
考
慮
し
ま
し
た
。

○
日
常
生
活
圏
の
形
状
状
況

（
通
勤
・
通
学
・
医
療
・
商
業
圏
）

○
市
町
村
間
の
事
務
の
共
同
処
理

状
況（
介
護
保
険
認
定
審
査
・
ご
み

の
処
理
・
し
尿
処
理
な
ど
）

○
国
・
道
の
機
関
の
管
轄
区
域

（
警
察
・
福
祉
事
務
所
・
道
立

病
院
・
高
等
学
校
・
裁
判
所
・

法
務
局
・
測
候
所
な
ど
）

○
市
町
村
の
歴
史
的
沿
革
な
ど
、

地
域
の
結
び
つ
き

）

平
成
‖
年
4
月
、
兵
庫
県
多
紀

郡
4
町
村
合
併
に
よ
り
誕
生
し
た

篠
山
市
　
（
さ
さ
や
ま
し
）
　
の
実
例

に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

侶
地
域
の
人
の
受
け
止
め
方

・
議
会
、
行
政
当
局
で
一
方
的
に

進
め
ら
れ
た
感
が
あ
り
、
合
併

や
む
な
し
の
ム
ー
ド
が
共
通
し

て
見
ら
れ
た
。

・
合
併
の
必
要
性
に
な
る
と
、
誰

か
ら
も
積
極
的
な
意
見
は
聞
か

れ
な
か
っ
た
。

∽
合
併
後
の
住
民
生
活
に
変
化

は
？

・
中
心
部
で
は
、
合
併
に
対
す
る

不
安
や
不
満
の
声
は
少
な
い

が
、
周
辺
部
で
は
支
所
機
能
の

低
下
と
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
低
下

に
つ
い
て
、
不
安
と
不
満
の
大

き
な
声
が
聞
か
れ
た
。

・
周
辺
部
だ
け
で
な
く
、
旧
町
共

通
に
聞
か
れ
た
不
満
は
、
住
民

と
行
政
の
距
離
が
遠
く
な
っ
た

こ
と
。

・
合
併
の
効
果
を
口
に
す
る
人
は

少
な
か
っ
た
が
、
「
市
役
所
が

組
織
化
さ
れ
た
」
　
「
自
治
会
長

同
士
の
交
流
が
活
発
に
な
っ

た
」
　
「
文
化
講
座
で
広
域
的
な

と
こ
ろ
か
ら
講
師
を
呼
べ
る
よ

う
に
な
っ
た
」
　
な
ど
が
挙
げ
ら

れた。

0
0
合
併
後
1
年
半
の
評
価

・
水
資
源
の
問
題
、
斎
場
、
ご
み

処
理
場
な
ど
の
広
域
的
課
題
の

解
決
が
ス
ム
ー
ズ
に
進
ん
だ

（
市
役
所
関
係
者
）

・
選
挙
が
地
縁
、
縁
故
ば
か
り
で

な
く
、
広
い
中
で
の
人
選
に
な

っ

た

　

　

　

　

　

　

（

元

町

長

）

・
限
ら
れ
た
財
政
の
中
で
、
不
要

不
急
を
充
分
に
再
点
検
し
て
、

必
要
な
規
模
の
施
設
を
適
正
な

位
置
に
持
っ
て
い
こ
う
と
い
う

議
論
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た

（議会）

・
支
所
の
在
り
方
が
問
わ
れ
、
き

め
細
か
い
行
政
サ
ー
ビ
ス
が
で

き
な
く
な
っ
て
き
て
い
る（住民）

・
幼
稚
園
の
先
生
が
合
併
に
よ

り
、
レ
ベ
ル
が
標
準
化
さ
れ
る

の
は
良
か
っ
た
　
　
　
（
住
民
）



路上駐車廟麺の大迷惑

慶弔や特別行事で除雪の必要 

なとき（ただし、除雪可能な箇 

所に限る）は、道路維持係へご 

相談下さい。 

～島牧美河線の冬期通行止め～ 

H14．11．29～　H15．4．25 

OPうれいせき

「お茶会」による立礼席
教育委員会職員指導による
竹とんぼ作り

道
道
の
除
雪

夜
間
捗
し
な
い

こ
の
冬
は
、
降
雪
が
早
く
本
格
的
な
冬

は
間
近
か
で
す
。
冬
期
間
、
除
排
雪
作
業

を
ス
ム
ー
ズ
に
行
う
た
め
、
次
の
事
に
つ

い
て
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

路
上
駐
車
は
除
排
雪
作
業
の
一
番

の
敵
で
す
。
狭
い
道
路
な
ど
で
は
交

通
事
故
の
原
因
に
も
な
り
、
非
常
に

危
険
で
す
。
ま
た
、
作
業
が
遅
れ
て

結
果
的
に
み
ん
な
に
迷
惑
が
か
か
り

ます。低
い
塀
や
樹
木
は
雪
で
見
え
ま
せ

ん
の
で
、
赤
布
な
ど
わ
か
り
や
す
い

目
印
を
つ
け
て
下
さ
い
。
ま
た
、
ド

ラ
ム
缶
や
磯
舟
な
ど
も
路
上
に
出
さ

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

除
雪
後
に
残
る
玄
関
先
の
雪
は
、

再
び
車
道
に
出
さ
な
い
で
下
さ
い
。

交
通
障
害
に
な
り
ま
す
の
で
、
各
自

で
処
理
を
し
て
下
さ
い
。

除
排
雪
作
業
は
十
分
注
意
し
て
行

っ
て
い
ま
す
が
、
除
雪
車
に
出
会
っ

た
と
き
は
、
安
全
な
距
離
を
保
ち
、

絶
対
に
近
寄
ら
な
い
で
下
さ
い
。
特

に
、
子
供
を
近
づ
け
な
い
よ
う
に
お

願
い
し
ま
す
。



」

議会手指局lさ議会運営
に取り組んでい春す

書記　大森　　隆
（字泊出身　平成5年4月採用）

主な仕事内容

○議会運営事務

○議事録の作成

○議会広報かりばの発行

○監査委員事務局

係から一言
議会は住民を代表して住民の日常生活に直結する政策課題について議論し解決する場です。

村議会が円滑に運営できるよう、局長と書記の2人体制であたっています。
また、村財政が適正に執行されているか監査する監査委員事務局も兼任しています。

皆さんの暮らしに直結する議会を是非、傍聴しましょう。

北海道無形文化財の第1号に指定されている「松前神楽」の起源は、およそ500年前とされ、現

在の原形は約300年前に松前地方の各神社で行われていた神楽の演技を統一したものが始まり

とされています。

この由緒ある神楽を後世に残そうと保存会が結成され、小・中学生に演技指導をしている綿谷

真一さん。

「一番嬉しく、また、頼もしく思っていることは、小・中学生が一生懸命取り組み、上手に舞って

くれることです。この神楽を後世に伝えることも私の仕事のうちです」と語ってくれました。
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島牧中は絵が得意

囁墳保全啓発ポスター展

4人が入賞

美術の授業で取り組んできた作品を26点ほど出品

したところ、特選を筆頭に見事4人が入賞しました。

特選に小川由佳さん、入選に後藤大寿君、後藤彩佳

さんと川岸舞さんは佳作に入りました。

管内からは89点の応募がありましたが、4人の入賞

に学校は喜びに沸き返っています。

絵のコンクールでは、先の「社会を明るくする運

動」、「食品衛生ポスター」に続いてメンバーが入れ

替わり入賞を果たしています。

一
括
に
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う
よ

）

前
列
右
か
ら
後
藤
君
、
小
川
さ
ん
、
後
列
右
か
ら
後
藤
さ
ん
、
川
岸
さ
ん

u
m
新
人
部
員
大
歓
迎

島
牧
中
学
校
柔
道
部

柔
道
部
は
、
二
学
期
に
で
き

た
ば
か
り
の
部
活
で
す
。
ま

だ
、
4
人
し
か
部
員
は
い
ま
せ

ん
が
、
梶
原
先
生
の
熱
心
な
指

導
の
も
と
、
効
率
的
な
練
習
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

そ
の
甲
斐
あ
っ
て
か
、
み
ん

な
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
し
、
先
日
の

大
会
で
2
人
が
入
賞
し
ま
し

た
。
悩
み
ご
と
は
、
部
員
が
足

り
ず
、
団
体
戦
に
出
場
で
き
な

い
こ
と
で
す
。

来
年
入
学
し
て
く
る
小
学
6

年
生
の
入
部
を
心
待
ち
に
し
な

が
ら
、
先
輩
と
し
て
の
心
構
え

と
、
技
に
磨
き
を
か
け
て
い
ま

す
。
女
子
も
大
歓
迎
で
す
の

で
、
や
わ
ら
ち
ゃ
ん
を
目
指
し

て
み
ま
せ
ん
か
？

こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ
て
い
き

ま
す
の
で
、
柔
道
部
に
声
援
を

送
っ
て
く
だ
さ
い
。
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。



保健指導係
℡（75）6001

みんなの健康

ゆほぼ通億

「合法ドラッグと姿を変える麻薬」
合法ドラッグとは、薬物に使用を禁止するいろいろな法
律をうまくごまかして作られ、売られているもの全部を指
して言います。最近有名だったのが、マジックマッシュル
ームというキノコです。多量に食べて、幻覚によって急に

電線にぶら下がるケースもあったほど効果の強いものです。
これは、今年6月、厚生労働省が「麻薬及び向精神薬取
締法」で、麻薬原料物質として指定しました。しかしなが
ら、現状はインターネット上で「観賞用の植物」などと姿
を変えて売られているほど業者は法の網を実によく研究
してすり抜けています。簡単に薬物が手に入る環境の中、
あなたを守るのはあなた自身です。

肝臓を守るお酒の飲み方
いよいよ今年も残りわずかとなりました。これからは

クリスマス、忘年会、新年会など、お酒を多く飲む機会も増
えることでしょう。そのようなことに備えて、お酒を飲む
量の目安を知っておくことをおすすめします。
【上手なアルコールの飲み方】
1．適量を守る。一日に160k嘘程度が目安です。
ご飯1杯（160k嘘）＝ワイン200mゼ（ワイングラス2

杯）＝日本酒（お銚子1本）＝焼酎（140取の＝ビール（ジ
ョッキ1杯）＝ウイスキー70犯8

注）アルコール度数が高いほど高カロリー日

みんなで守る
2．つまみのエネルギーも要注意＝
空腹でアルコールを飲むと胃や肝臓への負担も大き
いのですが、お酒と一緒に食べるつまみは高カロリーで

高脂肪のものが多いので、ついついカロリーオーバーに
なってしまいます。つまみは、豆製品などの良質たんば
く質や低エネルギーの野菜や海藻などを取り入れるよ
うにするといいですね。

3．飲み会の前後はお酒を控える
飲み会に出れば、ついつい普段より飲む量も増えてし
まうことでしょう。そのようとな時には、その前後、数日
は飲酒量を控えて一週間で摂り入れるお酒の量を一定
にするようにしましょう。

4．お酒を飲まない「休肝日」を週に2日はつくりましょう
アルコールの処理は肝臓で行なわれますが、1合分の
お酒に含まれるアルコールを処理するには約4時間か
かり、毎日お酒を飲んでいると肝臓は働きすぎてダウン
してしまいます。

5．楽しい雰囲気で飲む明日への活力となる飲み方を
アルコールは飲むと気が大きくなっていき酒量がつ
い増えてしまいます。そして食欲も進むので食べ過ぎ
て過剰なエネルギーをとり、肥満や生活習慣病の誘因と
なってしまう恐れがあります。
接待あるいは付き合いでお酒を飲む機会が多い人は、自
分の適量を知って、健康に気を配りながら楽しくお酒を
飲みましょう。

◎sIDSとは？ 

何の前兆もなく、調査しても原因が分からずに乳幼児が 

突然死んでしまうことがあります。これを「乳幼児突然死 

症候群（SIDS）」と言います。平成12年の死亡数は363人 

で、乳児期の死亡原因の第3位になっています 

③sIDSの悲しみ 

SIDSによって赤ちゃんの命が失われるのは非常に痛まし 

いことですが、子どもを突然失った両親の心の傷はそれ以 

上に深く重いのです。これを重く見た厚生労働省は本年度 

から11月をSIDS対策強化月間としました。 

⑳sIDSの予防方法 

SI朋は12月以降の冬の間に多く発生します。SIDSの原因 

は未だに不吻ですが、SIDSを防ぐ方法が分かってきまし 

た。大原則は、②あおむけで寝かせる。②できるだけ母乳 

で育てる。③同居者はタバコを吸わない。の3つです。 

◎他に気をつけること 

その他、奉養やんを一人で寝かせない、柔らかいマット 

や枕を使わおい、厚着をさせないなども重要です。 

冬の睡眠時の着せすぎは、赤ちゃんにとって特に危険で 

jY大人が涼し■いくらいがちょうど良いのです。 
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村からのお知らせ志望霊芝芸震漂二（75）6。。1〔健康福祉課、のお聞合せはこちら、おかけください〕

弁護士が相談にあたります

札幌弁護士会が岩内町で実施す
る、しりべし弁護士センターの相談
日程は次のとおりです。
12月18日（水）19日（木）

1月14日（火）15日（水）

初回の相談は無料
事前予約制
予約受付時間10時～16時

℡0135－62－8373

場所／岩内町高台84－3
（佐藤精肉店となり）

高齢者運転免許の講習日

70歳以上の人の免許更新時には、

受講が義務付けられています。受講
の際には事前に予約が必要です。な
お、日程は次のとおりです。

岩内自動垂学校0135－62－1328

毎月第1・3木曜日
八雲自動車学校　01376－3－2111

毎月第1・2・3木曜日

回収します！古い電話帳

NTT東日本では資源保護のため、
回収した古い電話帳を新しい電話帳
用にリサイクルしています。
新しい電話帳は、1月中旬から配
布予定です。古い電話帳を配達員に
お渡し下さい。
不在の時は、次のところまでご連
絡下さい。ご協力をお願いします。
タウンページセンター

直面0120－506－309

支援費制度15年4月開始

「障害のある人が自分で福祉サー
ビスを選択し、提供者と対等な立場
で契約を結び、サービスを利用す
る」という自己決定が尊重された新
しい利用の仕組です。
支援費支給申請の手続きは、社会
福祉係までお問い合わせください。

いつまでもお元気で

11月8日に88歳になられた、字元

町の木村キクエさんへ村から長寿者
慶祝金が贈られました。おめでとう
ございます。これからも健康に留意
され、いつまでもお元気で、お過ご
しください。

【成人式のご案内l

成人式を1月12日（日）に実施す
る予定です。
今回の対象者は、昭和57年4月2
日から昭和58年4月1日までに生ま
れた方で、名簿は次のとおりです。
なお、名簿は10月末日現在で調査
したもので、調査後の転入、記載も
れ、あるいはふるさとで成人式を迎
えたい方は、至急教育委員会までご
連絡ください。

本　日　地　区

清水目恭子　藤田宰香
豊　浜　地　区

浜野大空
泊　地　区

菅原邦和　三浦健威智　室伏昭仁
横井宏明　佐藤　希　　西澤紗織
藤澤真里亜
干　走　地　区

丸　直人
元　町　地　区

高島将人　古名　司　石岡亜矢子
佐藤弥生　橋本奈津子
原　歌　地　区

越後谷　俊也
栄　浜　地　区

田中　健

村税の最終納期 

12月25日 

老年基礎年金
保険料を納めた期間（保険料免除期間を含む）が原則的に25年以上ある人が、65歳に

なうてから受けられるのが老年基礎年金です。

年金を受けるために必要な期間は、下記の①～⑤を合算して受給資格期間として「25

年以上」が必要

①国民年金保険料を納めた期間

②国民年金保険料の免除（全額・半額）を受けた期間

③昭和36年4月以降の厚生年金・共済組合等の加入期間

④第3号被保険者期間…厚生年金や共済組合の加入者に扶養されていた妻（夫）の期間

⑤合算対象期間（カラ期間）など。

請求までに、自分で記録しておくことをお勧めします

）
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11月1日～11月30日

1日／交付税検査

3日／功労者表彰式

／文化祭

5日／豊平地区地すべり対策工事説明会

：11日／地区会長会議

：12日／決算審査特別委員会

：15日／あめますダービー実行委員会

：　／例月出納検査

：　／行政相談委員研修会

：17日／ふるさと演芸会

：25日／総務社会常任委員会所管事務調査
■　27日／身障者南ブロック研修会
l

（11月1日～11月30日住民係窓口受付分）

『おくやみ

14．11．22　川内静江　（70歳）…栄磯

■人　口

2，238人（前月比△4人）

男：1，079人（前月比△1人）

女：1，159人（前月比△3人）

1世帯数

971戸（前月比△2戸）

編集後記

早いものでもう師走も半ば、新しい年がすぐそ
こまでやってきています。

広報を担当して8か月。ひとつきの経過が早く

感じられ、発行したかと思えば、すぐ原稿の締め

切りが近づいてきます。

作成に、やっと慣れてきたという感じです。数

人の人から、見やすくなったとか、写真がよくな

ったとか声をかけてもらいました。少しは広報紙

に目を向けてくれる人がいて、うれしいことで

す。

連絡員のみなさん、この一年間役場からの配布
ご苦労様でした。来年もまた、よろしくお願いし

ます。

あ姉ちゃんを「よ－こ」「け－こ」と呼んで、

ついて歩く姿は「さすか3女」です。

楽しく、元気に　遊ぼうね。（裕香さん）

石器　413日達成

盃しま �ま �1平芸子慧三号認諾篭道認諾慧芸雷は課㌫芸題喜志 し 
自然環境へのやさしさを考え、
，．大豆インキを使用しています。
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